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図-3 載荷装置 

図-2 使用鉄筋の形状 

図-1 トラス鉄筋 

ハーフプレキャストスラブに内包されているトラス鉄筋の疲労強度に対する検討 
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１．目的  

  鉄道ラーメン高架橋において、ハーフプレキャストスラブのプレキャスト部分に内包されているトラス鉄

筋（図-1）は、上弦・下弦材と斜材とが溶接接合されている。そのため、トラス鉄筋は、プレキャスト版架設

時の荷重に対してのみ有効に働くとされ、架設終了後の構造性能に寄与しないとして設計されている。このト

ラス鉄筋を架設時荷重のみならず構造鉄筋として有効利用するためには、格

点部の疲労強度を含めて疲労特性を検討しておくことが非常に重要となる。

そこで、本研究では、主筋に軸方向引張力が繰返し作用した場合の溶接部の

疲労特性について実験的に検討を行った。 

２．試験体および試験方法  

 本研究で用いた鉄筋の規格を表-1 に示す（強度等は JIS 規格値である）。表中の鉄筋 A は試験体の主鉄筋、

鉄筋 Bはラチス筋として主鉄筋に溶接された鉄筋である。また、試験体掴み部近傍における破断防止を目的と

して、図-2 に示すように掴み部に直径 21mm(内径 15mm)、長さ 90mm の鋼管をエポキシ樹脂接着剤により装着

し疲労実験に供した。 
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３．実験方法 

 疲労試験には、ラチス筋を溶接したトラス鉄筋試験体「溶接試

験体」と溶接なし試験体（鉄筋 A のみ）を用いた。試験体数は、

溶接試験体 14、溶接なし試験体 8の計 22 体の疲労試験体を用いて検討を行った。実験は、油圧サーボ疲労試

験機（最大加振能力±250kN）を用い、全ての試験において最小荷重を 2.0kN として一定振幅疲労試験を行っ

た（図-3）。疲労試験開始後、疲労破断した場合には自動的にそれを検知して載荷を終了するシステムを用い

て行った。したがって、疲労試験中に疲労亀裂の発生・進展性状などの観察は行っていない。 
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図-6 ラチス筋を取り外した状況 

    図-4 疲労試験結果 
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図-5 未破断部分の疲労亀裂 
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４．実験結果  

 疲労試験結果を図-4 の S-N 線図上に示す。図中には、

疲労試験結果に加えて、日本鋼構造協会(JSSC)の鋼構造

物の疲労設計指針・同解説に示されている疲労強度等級

分類、及び、鉄道構造物等設計標準・同解説で示される

異形鉄筋の設計疲労強度線も併せて示している。図中の

矢印（run out）は、その回数まで試験し疲労亀裂が発生

していないことを示している。溶接なし試験体では鉄道

構造物等設計標準・同解説で示される疲労強度を十分満

足するものであった。溶接試験体では、溶接なし試験体

と比較して疲労強度が著しく低く、また S-N 線図上の傾

きも、JSSC の疲労強度等級曲線に近い傾向を示してい

る。しかし、設計疲労強度の 60%程度の疲労強度であり、土木学会コンクリート標準示方書に示される「溶接

部の疲労強度は母材の 50%として良い」という規定を満足する結果であった。また JSSC の疲労強度等級と比

較すると、D 等級を満足する程度であった。 

５．疲労亀裂の状況 

  試験終了後に破断していないラチス筋溶接部分に疲労亀裂が発

生しているかどうかを MT（磁粉探傷）にて観察した結果を図-5 に

示す。また、図-6 に破断した試験体からラチス筋を液体窒素を用

いて取り外して観察した結果を示す。疲労亀裂は、ラチス筋と主鉄

筋との溶接部の端部に発生した後、主鉄筋軸方向に対して直角に転

じ、そのまま進展し破断していた。 

 溶接なし試験体で、破断した試験体の破断部は一般部及び掴み部

内部であったが、亀裂の発生位置は、ふしの断面急変部であり、ふ

しによる応力集中を起点として発生していた。 

６．結論 

①トラス鉄筋試験体の疲労強度は溶接なし試験体の疲労強度と

比較して 60%程度の疲労強度であった。 

②疲労亀裂は、ラチス筋と主鉄筋との溶接部の端部に発生した後、

主鉄筋軸方向に対して直角に転じ、そのまま進展し破断していた。 

③溶接なし試験体で、破断した試験体の破断部は一般部及び掴み

部内部であったが、亀裂の発生位置は、ふしの断面急変部であり、

ふしによる応力集中を起点として発生していた。 
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